
JapanDirectoryの 研 究(1)

一 洋服業形成史料として一

中 山 千 代

Tは じめに

安政開港(1859年)に よって,わ が国にもたらされた洋

漲は,現 在衣生活の原点であり,幕 末か ら明治にかけて

の,最 も先端的な洋風文化の流入であった。異質な新文

朋 を,ど のような形態によって採 り入れたか。それは,

服 装の様式変化のみで解明することはできない。その変

化は政治 ρ軍事上の強力な導入か ら,民 衆生活の流行に

至 るまで,社 会生活の多面的な形態を抱えこんでいる。

そして,最 も直接的な変化の過程となる生産形態は,こ

の問題の基盤として,重 要な課題であろう。大工業に成

長 した近代産業の技術導入 については,御 雇外国人を中

心 に,各 方面にわたって明 らかにされているが,小 規模

マニファクチュアの洋服業には,史 料が乏しく,そ の解

朋は困難である。

洋服業成立については,業 界内にい くつかの伝承があ

・る。

その一つは,ブ ラウン夫人が足袋職人辰五郎を雇い,

横 浜に婦人洋服店を開業したとい う。これは,業 界古老

たちの伝える発生譚である。このニュース ・ソースは,

横浜貿易新報社出版のr横 浜開港側面史』(明 治42年)

に掲載された沢野辰五郎談話 「女洋服の始め」である。

しかし辰五郎は,ブ ラウン家の裁縫に従事し,そ の技術

を習得 して,足 袋職人から洋服屋に転じたことを語って

いるのであって,夫 人の開業については言及 して い な

い。辰五郎談話のブラウン夫人は,神 奈川の成仏寺に住

んでいるので,安 政6(1859)年 に来 目した米国改革派宣

教師S.R.ブ ラウンSumuelRobbinsBrownの 妻

ElizabethGoodwinBrownで ある。ブラウン夫人と辰

五郎の雇傭関係が布衍 されて,ブ ラウン夫人をわが国最

初の ドレスメーカーとする伝承が,出 来上っ た ので あ

る。

最近 さらにまた,ブ ラウン夫人は最初の男子洋服業者

となった人々にも,技術 を指導したと云われ,「伝統 的 な

和服仕立の技術から西洋服裁縫の技術に変る転換期に身

をもって指導した目本洋服業界の恩人」(『目本洋服史』

洋服業界記者 クラブ1976)に 拡大 されるのである。

1869(明 治2)年 に来 日,ブ ラウン家に住んだミス ・キ

ダーMaryEddyKidderの 書簡によると,ブ ラウン

夫人はミシンに熟練せず,ほ とんどミシンを使わなかっ

たこと,当 時は結核のため療養生活 を続けていたことが

わかる(『キダー書簡集』フェリス女学院1975)。 またア

メリカのオワスコ・レイクOwascoLakeの 教会 に遺

るブラウン夫人の追悼文rElizabethGoodwinBrown,

theIVfissionary'sWife,Auburn,PrintedbyRequest

1890』 に記される彼女の一生にも,横 浜での ドレスメー

カー時代 を見出すことはできない。しかし,以 上のほか

なお直接的な否定材料がほしいところである。最 も的確

なものとして,業 界の成立記録が求められる。

その二は,文 久頃の横浜衛生組合長デビソン(或 はデ

ビットソン)夫 人が,衣 裳好きながら縫 うことができな

いので,裁 縫師を募集 した。応募 した職人たちがデビソ

ン家の入 り仕事で技術を習得 し,明 治初年に女洋服屋を

開業する。彼等が業界第一代の親方であるという。このこ

とを伝えるのは,デ ビソン家出身片山喜三郎四代の弟子

にあたる西島芳太郎氏(明 治20年 生,現 在91才)で あ

る。しかし,当 時の横浜衛生委員会に,デ ビソンという

人物は見 られない。経歴の明らかなブラウン夫 人 に対

し,デ ビソン夫人の実在は確認できないのである。

その三r日 本洋服沿革史』(大 阪洋服商同業組合編纂

昭和5年)に は,慶 応から明治にかけての横浜居留地の

男子服業者として,ド イツ人プラン,イ ギリス人 ローマ

ンを挙げている。わが国最初の洋服業者は,彼 等の店で
註1

正則な伝習を受けたということである。
註2

業界成立について,こ れ らの伝承に共通す る事 項

は,西 洋人の開業である。これは,不 明確な伝承 ・伝聞

にも反映する歴史過程であろう。但 し,個 々の事例につ

いては,史 料的裏付けがなくてはならない。この史料 と

して,ほ とんど唯一と思われるものが,19世 紀後半から

刊行された居留地在住外国人の名簿Directoryの,日

本居留地関係名簿JapanDirectoryで あ る。Japan

Directoryに よって,わ が国の洋服業形成を解明するの

が,本 稿の目的である。

当史料について御教示を受けた横浜市史編集室石井光
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太郎,東 海林静男両氏,日 本大学西川孝治郎教授,京 都

市立芸術大学重久篤太郎名誉教授に感謝申し上げる。

註1現 在の洋服業は大別して,既 製服メーカー,既 製脹小

売,注 文服仕立の三種がある。本稿の洋服業は注文服仕

立を主とし,既製服業の場合は、その業種を明記する。

註2関 係論文 「婦人洋服職人制の展開」(『立正女子大学短

期大学部研究紀要』第18集1974)

2JapanDirectory

東 洋 諸 国 に居 留す る欧 米 人 の た めに便 利 な居 住 者 名簿

が,ア ジ ア各 地 で毎 年 出版 され て い る。JapanDirectory

は 安 政 開港 後,香 港 刊 行 のDirectoryに 掲 載 され た も

の と,横 浜 刊 行 の ものが あ る 。

香 港 刊 行 に,『TheChinaDirectory』,rTheChroni-

cleandDirectory』,rMorris'sDirectory』,横 浜 刊 行

に は,『TheJapanHeraldDirectory』,『TheJapan

GazetteDirectory,PMeiklezohn'sDirectory,PThe

DirectoryofJapan』 が あ る 。 これ らは情 報 網 を もつ 当

地 の 新 聞 社,ま た は そ の 出身 者 がDirectory出 版 社 を

設 立 し て発 行 し た 。 当時 の出 版社 は現 在 す べ て廃 絶 して

い るの で,JapanDirectoryの 研 究 は,各 地 に散 在 す る

Directoryの 探 索 か らは じめ な け れ ば な らな い 。今 日の

調 査 で,所 在 を確 認 す る こ との で き た上 限 は,1861〈 文

久 元)年 版 のPTheChinaDirectory』,下 限 は1927(昭

和2)年 版 のrTheDirectoryofJapan』 で あ る。

横 浜 刊 行Directoryに は,わ が 国 在 留 の 中 国人 も 掲

載 され る 。 ま た 日本 政 府 職 員 も記 され,明 治 中 期 以 降 は

詳 細 な官 員 録 と な る 。後 期 に は,職 業 別 目本 人 業 者 も記

録 され た 。

(1)PTheChinaDirectoryd

香 港 の英 宇 夕 刊 紙rChinaMai1』 を発 行 す る新 聞 社,

シ ョー トレ ッ ド社A.Shortred&Co.が 編 集 出 版 した

名 鑑 で あ る 。 国 立英 国 図書 館 蔵1861(文 久 元)年 版 が,

現 在 見 られ る最 古 の もの で,現 存Directoryの 上 限 で も

あ る 。71(明 治4)年 に,チ ャイ ナ ー ・メー ル 社 の レポ ー

タ ー,バ イ ンG.M.Bain発 行 の新版 とな り,76(明 治

9)年 に は,『TheChronicleandDirectory』 に 吸収 さ

れ た 。

(2)『TheChronicleandDirectory』

香 港 の 日刊 英 字 紙rDailyPress』 を発 行 す る デ ィ リ

ー ・プ レス社 の 出版 で あ る 。 初版 は1863(文 久3)年 と

註1推

測 され て い るが,64(元 治 元)年 版rTheChronicle

andDirectory-for-China,Japan&ThePhillipines

for1864.』 か ら現 存 して い る 。本 書2蓉 の う ち ま だ

Part1し か検 出 され な い が,東 洋 文 庫 収 蔵 の モ リソ ン文

註2庫
に あ る 。同 文 庫 に は この ほ か,65(慶 応1),68(明 治

元),70(明 治3)年 豚 が あ り,国 立英 国 図 書 館 に,66(慶

応2),68～71(明 治 元 ～4),78(明 治11),89(明 治22)

～1927(昭 和2)年 まで 納 め られ て い る 。 な お原 本 の 所 在

不 明 なが ら,63(文 久3)年 版 の戦 前 の コ ピー が あ る(重

久 篤 太 郎 氏 蔵)。 即 ち67(慶 応3)年 が不 明 で あ る け れ

ど,幕 末 期 の 得難 い 資 料 で あ る 。本 書65年 版 のJapan

Directoryは,江 戸,横 浜,長 崎,箱 館,出 島 が掲 載 さ

れ,そ の後,新 潟,神 戸,大 坂 な どが加 わ っ て い く。

(3)PMorris'sDirectory

香 港 の モ ー リス社Morris&Co.発 行 で,『Morris's

DirectoryforChina,Japanand .ThePhillipinesetc.

1870.』(西 川 孝 治 郎 氏蔵)が 残 存 して い る 。本 書 「序

文 」 に,前 年 の発 行 が成 功 した の で本 年 度 版 は増 刷 し,

継 続 出版 しな けれ ば な らな い と記 して い る が,当 版 以 外

は ま だ知 られ て い な い 。Japanの 項 に は,大 坂,神 戸,

長 崎,箱 館 が掲 載 され て い る 。

(4)PTheJapanHeraldDirectory]

横 浜 の英 宇 新 聞rJapanHerald』 を発 行 す る ジ ャ パ

ンヘ ラ ル ド社 か ら,出 版 され た 。当 社 の創 立 者 ハ ンサ ー

ドA.W.Hansard(英)は67(慶 応3)年 に,帰 省 中 の

英 国 で死 去 した の で,JapanDirectoryの 刊 行 は,そ の

事 業 を継 い だ女 婿 のM.E.Hansardに よ っ て行 わ れ たa

PJapanHeraldDirectoryandHongListfor

Yokohama.1870.』(金 沢文 庫 蔵)が 初 版 で あ ろ ・う。 そ

の後 は,72(明 治5),77(明 治10),79(明 治12),80(明

治13)年 版 が現 存 して い る(国 立 公 文 書 館 蔵)。

P7apanHeraldDirectoryandHongList,forYoko-

hama,Yedo,Kobe,Osaka,Hakodate,Niigata,and

Nagasaki.January,1872』 以 降 は 外 人 居 留 都 市 が 増 加 す

る 。77年 版 か ら『TheJapanHeraldAnnualDirectory』

と改 称 した 。80年 以 降 は 確 認 され て い な い 。 ヘ ラル ド紙

は1914(大 正3)年 まで 続 くけ れ ど,Directoryは 途 中廃

刊 で あ ろ うか 。

(5)PTheJapanGazetteDirectoryd

横 浜 の 英 宇 新 聞rJapanGazette』 を発 行 す る ジ ャパ

ン ・ガゼ ッ ト社 の 出版 で あ る 。 ジ ャパ ン ・ヘ ラ ル ド社 の

主筆 で あ ったJ.R.ブ ラ ックJahnReddieBlack(英)

は,創 立者 ノ・ンサ ー ド死 去 後,1867(慶 応3)年 に同 社 を

退 き,新 し く設 立 した の が,ジ ャパ ン ・ガ ゼ ッ トで あ

る 。 ブ ラ ッ クは そ の基 礎 確 立 の数 年 後,新 聞社 の 主 要 な

事 業 で あ るDirectoryを 刊行 した 。『JapanGazette

HongListandDirectoryfor1872.』(モ リ ソ ン 文 庫

蔵)が,現 存 の最 も古 い 版 で あ る。 しか し 本 書 の 「序
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言」により,71(明 治4)年 版 のあることがわ か る。居

留外人名の採録地は,横 浜,江 戸,兵 庫,大 坂,長 崎,

箱館から,京 都,名 古屋,下 関,門 司,札 幌,小 樽,台

湾,朝 鮮に拡がる。79(明 治12)年 か らrTheJapan

Directory』 と 改名した。 ガゼッ ト紙 は23(大 正12)年

に廃刊,Directoryも 本年版が最後 となった。最終版

前の20(大 正9)年 ～22(大 正11)年 版は,所 在不明 であ

る。

(6)PMeiklezohn'sJapanDirectory

横 浜駿河町,マ イクルジョン社出版の 『Meiklezohn's

JapanDirectory1896.』 がある(西 川孝治 郎 氏蔵)。

ウラジオス トックの外人商館掲載の特色があり,目 清戦

争後発展 したウラジオス トック貿易に利用 された。

(7)r横 浜商人録』

大 目本商人録社(東 京駿河台北甲 賀 町)が,81(明 治

14)年 に,横 山錦柵編輯によって,横 浜の部 を出版 した。

前半には日本人商人,後 半に横浜在住外国人の氏名,住

所,職 業を,日 欧両文で並記する。大 日本商人録社は前

年にr大 目本商人録 東京之部』を出版している。また

大坂,西 京,神 戸,箱 館その他の都市の商人録の注文 を

求めているが,こ れ らは未見である。

(8)『 日本絵入商人録』

86(明 治19)年6月,横 浜尾上町 の石版銅版彫刻印刷

所佐々木茂市が,編 集 ・出版 した(西 川孝治郎 氏 蔵)。

横浜及び神戸の外人商館 日欧両文名簿 と,建 物,商 標,

商品の器械等の銅版画 を掲載する。絵図は予定申込を受

け,見 取図或は写真によって版下を作成,応 募主に供覧/

して幾度か更正し,約2年 を要したという。類例のない

絵入 りDirectoryは,当 時の景観を見ることのできる貴

重資料である。

(9)PTheDirectoryofJapan

ジャパン ・ガゼット社元編輯主任辻子順三郎の編集,

ジャパ ン・ディレク トリー・バブリッシャースTheJapan

DirectoryPublishers(横 浜福富町)発 行,丸 善 株 式

会社(東 京市 日本橋区)が 販売 した。ガゼ ッ ト社 の

Directoryは 大震災後復刊しなかったが,横 浜復興の気

運に乗って本書 が 創刊 され た。25(大 正14),26(大 正

15,昭 和元),27(昭 和2)年 版 がある(横 浜市図書館蔵)。

㈹ その他

上記のような単行本Directoryで な く,著 書中に掲載

される居留外国人名簿がある。

r糴耀 太平餘楽』・86・(文久元)年 繭 道神奈川

宿石崎源六蔵版。厂異国商館表」に,55商 館,61名 を掲

げる。

r御開港横浜大絵図二編外国人住 宅 図』62(文 久2)

年,玉 蘭斎貞秀筆。57住 宅 を記す地図である。

r港益代古浜弁覧』62(文 久2)年,77商 館,53名 採録

の 「外国商館」表がある。

r塗癌 横浜はなし』62(文久2)鰯 ド人韓 麟

伯著,杵 屋米八蔵板。厂異国重役人之部」に諸 国役人16

名,「外国人士官商人館番附井名前」に,65商 館,78名

を記す。

P美那登能波那横浜奇談』文久ごろ,菊 花老人著,錦

港堂蔵板。「外国人商館番付拜人名」に,68商 館,72名

を記す。

以上は管見の横浜案内記,見 聞記中の外国人名簿であ

る。これ らは外国人に対する好奇心から記 され た もの

で,単 行本Directoryの 実用性に劣る。また氏名の読み

方が不正確なため,カ ナ書 きの訓に奇妙なものが多い。

しかし,Directoryに 掲載されない国籍を知る便がある。

そのほか,r横 浜貿易捷径』(目 野清芳編,横 浜貿易新

聞社発行,明 治26年11月)に,厂 外国人商館之部」 があ

り,そ の事業内容を記す。 また 大阪駐在英国領事 パス

ケースミスの著 『WesternBarbariansinJapanand

FormosainTokugawaDays1603-1868,byM.Paske-

Smith.1930』 の附録にも,国 別外人名簿が掲載 され て

いる。両書の居留外人採録数は少ないけれ ど,他 資料を
註3

補 なうことができる。

また特殊なDirectaryに,『 三菱会社雇外 国 人 明 細

表』,『目本郵船会社社員名簿』,『交詢社紳士録』等があ

る。

註1CatalogueoftheAsiaticLibraryofDr.G.E.
Morrison.

註2中 華民国総統府顧問ジョージ・アーネスト,モ リソソ
GeorgeEmestMorrisonの 蔵書を,1917(大 正6)

年('岩崎久弥が講入,東 洋文庫を設立した。

註3公 文書Y'保存 される御雇外国人,私 雇入表も,重 要な

関連史料である。

3洋 服業の形成

JaPanDirectoryは 未 だ総合的な研究が行われず,史註1

料 への活用も進んでいない。幕末期のDirectoryは 未 検

出が多かったが,今 回の調査によって,1862,67年 を 除

く61～68年 を揃えることができた。明治期は73年 以外,

大正期は1920～22年 以外,昭 和期は1927年 まである。以

上のDirectoryか ら洋服業者を抽出して,年 代1頂外 国

人洋服業者表を作成した。業者は欧米人 と屯 国人 に分

け,夫 々をテーラーとドレスメーカーに分類 した。
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幕 末期 史 料 に はrTheChinaDirectory』,『The

ChronicleandDirectory』 を用 い,欠 け て い る62年 は

横 浜 刊行 書,67年 はr萬 國 新 聞 紙 』 掲載 広 告 で 補 な っ

た 。 明 治 初 期 は 『TheChronicleandDirectory』,

PTheJapanHeraldDirectory],PTheJapanGazette

Directory』 で補 充 し合 っ た 。 こ の三 種 で 埋 め る こ と の

で き ない73年 は,前 後 の繋 が りで記 入 した。 そ の ため,

そ の 前 年 また は後 年 に移 転 した商 館 の 番 号,開 業,廃 業

に つ い て は不 明 で あ る 。1875～1923年 は 『TheJapan

GazetteDirectory』 を用 い,20～23 ,24年 は 欠 本 が 数

年 に わ た るの で,表 か ら除 い た 。 そ の他 のDirectory

は,全 期 に わ た っ て参 考 に した 。業 者 の 国籍 は判 名 した

もの を本 稿 中 に記 し,表 に は記 入 しな い 。

(1)欧 米 人 テ ー ラー

横 浜貿 易 が 開始 され,来 日外 国 人 の 開設 す る商 社 に,

衣 服 輸 入 商 が あ っ た 。1862(文 久2)年 の バ タ ケ イ

Batteke(蘭),マ ー ク ス商 会Marks&Co .(米)で あ

る 。 バ タ ケ イ は一 般 商 品,マ ー クス 商会 は武 器 及 び外 国

人 衣 服 を輸 入 した 。67(慶 応3)年 の ジ ロ ウ ィ ッ 商 会

Jelovitz&Co・,ウ ィ リア ム ・ポ プ リンWilliamHoplin

も武 器,弾 薬 と共 に衣 服 を輸 入 し,マ ケ ッ クニ ー-Macke一
註2

cnyは 羅 紗 商 で あ る 。わ が 国 の洋 式 軍 備 に附 随 す る軍 服

と,居 留 外 人 の生 活 に必 要 な洋服 が横 浜 商 館 に よ っ て輸

入 され た 。 これ が,わ が 国 へ の洋 服 輸 入 初 頭 の形 態 で あ

る 。 しか し,同 年 開 業 の ロサ モ ン ト,ウ ィル マ ン商 会

Rathmund,Willmann&Co.(独)と ラ ダ ー ジ ・オ エ ル

ケ 商 会..,:.,Oelke&Co.(独)は,洋 服 輸 入 兼 テ

ー ラー で あ る
。テ ー ラー の 上陸 は,洋 服 流 入 の第 二 次 形

態 と して 実現 した 。 ロス モ ン ド,ウ ィ ル マ ン商 会 の商 品

は,「 夏物 又 は 黒 羅 紗衣 類 一組,白 襯 衣,フ ラ ン ネ ル 襯

抓 嬲毳
,襟 賊 手瓮 膿 沓・踏 駭

杖,馬 具類」である。ラダージ,オ エルケ商 会 の 商 品
チ ヨツキ

は,「黒羅紗上着14～24ド ル,同 袖無シ4ド ル,同 股引

7～8ド ル,白 短かき上着2～25ド ル,白 麻股引3ド
註4

ル,白 袖無シ金縁 ノ義は御好次第」である。以上を本国

か ら輸入 し,さ らにその注文仕立 も行 なった。 ラダー

ジ,オ エルケ商会は,ノ・ンブルクのテーラーで,香 港及

び上海に出店 し,開 港後の横浜へも進出して来た。わが

国最初のテーラーと云われる横浜の増田文吉はバタケイ

臨 関清吉はラダージ,オ エル拙 身で蕩ち.欧 米人

テ ー ラー の開 業 に よ り,日 本 人 テ ー ラー発 生 の 素地 が つ

く られ た 。

68(明 治 元)年 に は,ド リス コー ル 商会Driscoll&

Co・(英)と,ジ ェー ム ス ・エ ス デ ー ルJamesEsdale

(英)が 開業する。香港のセイル商会Sayle&Co.の 副

支配人 ドリスコールは,同 商会のブリッシリング,C.工

Frishlingと ポ ウィスE.Pouysを 伴 ない,本 店脱出の

技術者たちである。エスデールは子息と親族 を伴 な っ

て,家 族的経営である。しかしエスデールは僅か5年 で

閉懸 棘 の翻 組 大民洋服店(銀座)の裁櫛 と

なった。彼 と同様に日本人洋服店にに入店 した者に,P.

プ ラントP・Brandt(独)が い る。ロスモン ト商会のテ

ーラーとして69(明 治2)年 に来 日し
,71(明 治4)年 以降

は・鞭 ρ小池和助 鯨 の曲評 蔵 翻 組の裁縫師

となった。

横浜の欧米人テーラーは72(明 治5)年 に,洋 服 仕 立

注文 も受ける生地商を含めて7商 会となり,76(明 治9)

年 の9商 会が,全 期を通じて最高である。その後は,78

(明治11)年 か ら1909(明 治42)年 まで}レ ン,ク ロフォー

ド商会Lan,Crowford&C(〉.(英)と,ロ ーマン商会

Lohman&Co.(独)の 二大商会時代 である。レン,

ク ロフォー ド商会は香港の貿易商社で,72(明 治5)年 に

横浜へ出店 した。各種商品の輸出入業務 を中心に,洋 服

仕立 とパン製造を行な う。輸入品は生地,シ ャツ,装 身

具,帽 子,靴,小 麦粉,洋 酒,タ バコ,家 具,金 庫,

車,船 具,銃 砲,ペ ンキ,化 粧品等にわたり,輸 出品は

雑貨である。 テーラー部門は,技 術者ボースG.Boath

の指導する横浜屈指の洋服犀である。またイギリス海軍

請負業者となつて軍服 を輸入 し,明 治後期にはロンドン

のバーバ リー社BurbberysLtd.の コー トを販売する特

約店であった。

ローマン商会の設立者H.ロ ーマンは,ラ ダージ ・オ

エルケ商会上海店支配人 であった。72(明 治5)年 に,

神 戸に来てmマ ン商会を開いた。翌年には東京西村勝

蔵の裁縫師とな り,74(明 治7)年 に横浜に移った。ラダ

ージ ・オエルケ商会の副支配人キ
ュッハマイスターA.

Kuchmeisterと 共 同経営のローマン,キ ュッハマイスタ

ー商会 を創設する。H・ ローマン商会となったのは,78

(明治11)年 である。

明治中期以降,欧 米入が増加 し,目 本人の洋服着用の

拡 まる洋服業興隆期に,開 港当初からのテーラーは皆帰

国して,レ ン,ク ロフォー ドとローマン商会が残るばかり

である。当時,汽 船で1月 半以上 も要する遠い国の目本

は,彼 等にとって永住の地ではない。総合商社 レン,ク

ロフォー ドでは,日 本勤務員が交代 した。ローマン商会

は経営者が三度交代するが,そ れを限度に消えた。また

洋服業の興隆は,必 ずしも欧米人テーラーの繁栄 とはな

らない。日本人及び中国人業者が続出するため,欧 米人
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テーラーの帰国者が相次ぎ,新 たに来 日する者 もい な

い。明治初期から大正末まで,横 浜に永続 したのは,近

代的総合商社 レン,ク ロフォー ド商会のみである。

明治後期の横浜洋服業を担った欧米人は,旧 来 の レ

ン,ク ロフォー ド商会のほか,新 開業テーラーである。

1910(明 治43)年 に,神 戸のP」S.カ ベ ル ド商会P.S.

Cabeldu&Co.(英)が,支 店 を開設 した。次いで11

(明治44)年 開業のアーサー ・アンド・ボンドArthur&

Bond(米),12(明 治45)年 の クーン ・アンド・コモル

Kuhn&Komar(墺)は,横 浜骨董宝石商の進出であ

る。日露戦争後,欧 米人居住者が激増したば か りで な

く,日 本への観光客が多 くなった。これらの客層 をつか

んだのが,骨 董宝石店である。

開港時からの欧米人テーラーは,イ ギリスとドイツが

占めた。彼等は香港,上 海から進出した者が多い。イギ

リスは香港を領有して,目 本への進出が容易である。 ド

イッはノ・ンブルグの大商社ラダージ,オ エルケ商会が,

香 港,上 海支店から進出した。アジア地域の,両 国勢力

を基盤とするものである。そして約半世紀を経た明治後

期には,こ の勢力圏は崩壊して,新 しい横浜テーラーが

形成されたのである。

横浜と同時に開港した長崎の洋服業も,欧 米人テーラ

ーが開拓する。1869(明 治2)年 の マル トレア ・ビクター

MaltlairVicterとR.ス チ ューブ商会R.Stube&Co.

が最初である。しかし前者は当年のみ,後 者は76(明 治

9)年 で終った。次に76年 開業のG.シ ラーG.schiller

(独)も,78(明 治11)年 に閉業している。長崎は欧米

人居留者が少なく,目 本人洋服着用者数 も多 くない。居

留外人はその後 も漸減 したので,G.シ ラー以後,欧 米

人テーラーはいない。

神戸は1867(慶 応3)年 に開港され,69(明 治2)年,横

浜のラダージ ・オエルケ支店が最初である。しかし,こ

れは 当年に 廃止 され,72(明 治5)年 開業のH・ ローマ

ンも去った。神戸の欧米人テーラーは,同 年開業のP.S.
註8

カベルド商会P。S.Cabeldu&Co.(LondonHouse)

(英)と,74(明 治7)年 の スキップワース ・ハモンド商

会SkipworthHammond&Co.(英)で ある。両商会 と

も永続するのは,個 人商館 としては規模が大きく,2店

のみのテーラーが神戸の洋服人口に適合 していたからで

ある。1919(大 正8)年 には,横 浜のレン}ク ロフォー ド

商会が支店を開設した。

安政開港の箱館には,欧 米人テーラーが見 られない。

北方の地に,居 留外人が少なかったのである。また最 も

欧米人テーラーを必要とする東京にも,表 示する自営の

テ ー ラ ー はい ない 。初 期 は 横 浜 業 界 の 勢 力 下 にあ って,

東 京 人 は 横 浜 テ ー ラー に 注 文 した 。そ の 後 目本 人 業 者 が

伸 長 し,欧 米 人 テ ー ラー は大 正期 の神 戸P.S.カ ベ ル ド

商 会,ク ー ン ・コ モ ル の支 店 だ け で あ る 。

(2)欧 米 人 ドレス メ ー カー

ミセ ス ・ピア ソ ンMrs.Pearson(英)は,欧 米 人 ドレ

ス メー カ ー の最 初 で あ る 。彼 女 は1865(慶 応 元)年 に,衣

料 商 サ ム エ ル ・ク リフ トンSamuellCliftonを 横 浜 に

開 い た 。S.ク リフ トンは 上 海 居 留 地 の 競 売 人,夫 入 は

ミ リナ ーMilliner(帽 子 製 造 業)で あ る 。S.ク リフ トン

の店 の経 営 者 ピ ア ソ ン は,ク リフ トン夫 人 の ミ リナ リ

ー 出 身 で あ ろ う。67(慶 応3)年 に は ピ ア ソ ンの 店 に な

り,『 萬 國新 聞紙 』 第3集(同 年5月 下 浣)に ビー ル ソ

ンの 名 で,「外 国 の衣 服 書 物 筆 紙 墨 の類 其 外色 々 品物 何 二

寄 らず 商 賣仕 候 問何 卒 御 光 来 被 下 度 奉 願 候 」 の広 告 を掲

載 した 。Directoryに よる と,68(明 治 元)年 は 「Milli-

ner」,69年 「Millineryestablishment」 或 は 「Millinery

anddraperyestablishment」70年 「Millinerand

haberdasher」 で あ る 。 衣 服,帽 子,生 地,小 間物 等 未

分 化 で,洋 服 仕 立 を行 っ た こ とは 明 記 され て い な い が,

初 期 的形 態 の ドレス メ ー カ ー で あ る 。彼 女 の夫J.Pea-

rsonは,P&0汽 船 会 社 の砲 手 で あ っ た 。当 時 の 香 港,

上 海 に は家 族 同伴 の イ ギ リス人 が多 く,そ の夫 人 た ち の

ミ リナ ー経 営 が見 られ る 。Sク リフ トン夫 人 も ピ ア ソ

ン夫 人 も,そ の 一人 で あ る 。70(明 治3)年,J・Pearson

は労 働 監 督,商 館 調 査 官 と な って,横 浜 に 住 む 。 し か
註9

し,ミ セ ス ・ピ ア ソ ンは 翌 年 に,閉 業 し てい る 。

ミセ ス ・ピア ソ ン に次 い で 開 業 した の は,68(明 治 元)

年 の ミ リナ ー 中心 の店,ミ セ ス ・ロ ッキ ャ ーMrs.Lock

yer(英)で あ る 。彼 女 はイ ギ リス領 事 館 警 官James

Lockyerの 妻 で あ った 。 ミセ ス ・ロ ッキ ャー は75(明 治

8)年 に 一旦 閉業 し,78(明 治11)年 に再 開 され て80年

(明 治13年)ま で あ った 。 中途 閉業 の 問,ロ ッキ ャー 夫 人

は 東 京 に住 む 。東 京 で は 開 業 して い な い 。」.Lockyerが

大 蔵 省 御 雇 に な った 記録 が 目本 政 府 に あ るの で,こ の 間

の こ とで あ ろ う。70(明 治3)年 に は ミ リナ ー の シィ ア ー

ルSearle,ド レス メー カー の ミス ・キ ッ ドMissKidd

が 開業 して,4店 に な った 。

註10
71(明 治4)年 開 業 の ミセス ・ダ ビスMrs.Davis

(英)は,69(明 治2)年 に 来 日した イ ギ リス領 事 館 騎 兵

TohmasDavisの 妻 で あ る 。T.Davisは 翌70年 に,
註11

神 奈 川 県 御 雇 の 外 国 人 居 留 地 道 路 下 水 修 造 方 とな った 。

夫 人 の店 が84(明 治17)年 まで 続 い た の は,夫 が 長 くこの

職 に い た か らで あ る 。

(57)



研 究 紀 要 第22・ 集

72(明 治5)年 開 業 の ミセ ス ・ビ ンセ ン トMrs.Vincent

(英)は1911(明 治44)年 まで 続 き,最 も 開業 期 間 の 長

い ドレス メ ー カ ー で あ る 。 夫 は70(明 治3)年 来 目の イ

ギ リス領 事 館 刑 務 所 看 手H・ ビン セ ン トで あ る 。 ミ セ

ス ・ビ ンセ ン トはパ リの マダ ム ・デ モ レ ス トMme.

Demorestの 目本 む け デ ザ イ ンの特 約 店 とな り,或 は マ

ンチ ェス タ ー の ユ ニバ ーサ ル,フ ァ ッシ ョ ン商 会Unive-

rsalFashion&Co.の 新 デ ザ イ ン代 理 店 とな り,長 期 間

最 も著名 な洋 装 店 で あ った 。

74(明 治7)年 開業 の ミ リナ ー,ミ セ ス ・コ ックMrs。

Cookは,新 聞 販 売 店 経 営H.L.コ ッ クの 妻 で,84(明

治17)年 ま で の10年 間,夫 の 店 と 並 ん で 営 業 した 。75

(明 治8)年 か ら78(明 治11)年 の ミ リナ ー,ミ セ ス ・ス

ミスMrs.Smithは,絹 商 ダ ビソ ン商 会Davison&

Co。 の店 員J.ス ミス の妻 で あ る 。77(明 治10)年 か ら87

(明 治20)年 の ミセ ス ・ホ ッ ジ スMrs.Hodyes(英)は,

69(明 治2)年 に上 陸 した イ ギ リス 領 事 官 騎 兵G.ホ ッ

ジ ス の妻 で,夫 よ り3年 後 に 来 目した 。夫 と同 じ騎 兵 隊

で あ ったT.ダ ビス の夫 人 が ミセス ・ダ ビス を開業 して

い た 。洋 裁 の技 術 を もつ 彼 女 も また,同 様 の道 へ進 ん で

い った 。

84(明 治17)年 に は,メ ダ ム ・レス リイ ・ア ン ド ・カ ー

チ スMdms.LeslieandCurtis(仏)が 開業 した 。 ミセ

ス ・ダ ビス の裁 縫 師 で あ った ミス ・レス リイ と ミセ ス ・

ビ ンセ ン トの裁 縫 師 カ ー チ ス夫 人 の 共 同 経 営 で あ る 。カ

ー チ ス夫 人 の夫 ,J.H.カ ー チ スは 三 菱 会 社 の社 員 で,

後 に 目本 郵 船 会 社 に移 っ た 。

92(明 治25)年 開業 の マ ダ ム ・ロネMadameLaunay

(仏)は,フ ラ ンス の ドレス メ ー カ ーで あ るた め,わ が

国 の 貴族 階 級 に歓 迎 され た 。特 に宮 廷 婦 人 服 調製 を うけ

て繁 栄 した 。 夫 のP.ロ ネ は エ ウイ ッ トコ ウス キ 商会

Witkowski&Co.の 社 員 で あ った が,退 職 して 当 店 の支

配人 とな っ た 。パ リか らマ ドモ ァ ゼ ル ・ペ シ ュ レMlle.C.

Pecheretを 招 聘 して 名声 を高 め た 。 しか し,新 式 器 具購

入 に パ リへ行 っ たP.ロ ネが 帰 途 神 戸 で 客 死 した の で,

夫 人 は1906(明 治39)年 に,店 を 弟 子 の ミス ・イ ネ ス

MissInnes(英 系)に 譲 っ て,帰 国 した 。

明治 後 期 以 降,新 し い ドレス メー カー が 出 て,洋 装 業

は興 隆す る 。12(明 治45)年 に は7店,14(大 正3)年 には

8店 の最 多 数 とな っ た 。 ミセ ス ・ホー ル ヤ ー ク ・ボ ッ ク

スMrs.HolyoakeBoxは,ワ ー ネ ルW.B.Warnerの コ

ル セ ッ ト特 約 店 と して 有 名 で あ る。 ミセ ス ・ア ベ イMrs.

Abbeyは 大 会 社 ホー ンF.W.Horneの 上 級 社 員E.H.ア

ベ イ の妻,ミ ス ・E・ウィ ンス タ ン レイMissE.Winstanley

(英)は 横浜新聞社員工ウィンスタンレイの娘で,ミ セス

・ビンセント出身のミリナーである。ア・ラ・パ リジェース

ALaParisiennsを 開いたのはミス・クレアー・ペシャーレ

MissClairePecheret,マ ダム ・ロネをついだミス ・イ

ネスの店はオー ・シック ・パ リジャンAuChicParisien

である。マダム ・ロネ出身で,ミ ス ・イネスへ移った ミ

ス ・ヘイMisHay(英 系)は,日 本の洋裁師と結婚し

て,最 も長 く続いた最後の欧米人 ドレスメー カー で あ

る。

なお,明 治後期から,レ ン,ク ロフォー ド商会,P.S.ヵ

ベ ル ド商会が婦人服部を併設し,骨 董宝石商か らのアー

サー ・アンド・ボンド,ク ーン・コモル商会 も婦人服に

進出した。新開業のA.ヒ ル商会A.Hil1&Co.(米)は,

カナダのサム ・ライフ ・ア ス ラ ンス商 会SumLife

Assurance&Co.の 横浜支店である。大正初年のC.ウ ィ

ルソン商会C.Wilson&Co.も,男 性 の ドレスメーカ

ーである。

初期 ドレスメーカーにはイギリス人が多 く,後 期にフ

ランス人が中心となった。彼女たちのほとんどは来 日西

洋人の妻で,夫 の滞在年数が妻の店の開業期間を左右 し

た。この特殊な形態は,後 期の大規模テーラーの進出に

よって複雑な要素を加えた。洋装着用者の増加に伴なう

洋装界の興隆が,生 産形態にも変化を来た した の で あ

る。

長 崎 の ドレス メー カ ー は,1869(明 治2)年,リ オ ン夫

人Mrs.Lyonの 経 営 す るLyon'sMillineryRoomに

は じ ま る 。彼 女 は香 港 か ら来 た と思 われ る が,当 年 の記

録 が 残 るだ け で あ る。 つ い で,72(明 治5)年 開 業 の ミセ

ス ・シ ュ テ ィ ボ ル フMrs.Stibolt(独)は,船 会 社 経 営

の 夫,N.シxテ ィ ボ ル フ に随 っ て横 浜 に移 った の で,

2年 間 に す ぎ ない 。76(明 治9)年 の ミ ス ・ ド ー バ ー

MissDover,ミ セ ス ・フ ラー トンMrs.Fullertonも,

短 期 に終 った 。長 崎 の ドレス メー カ ー は早 く 開 か れ た

が,何 れ も短 期 間 で あ る。 そ して,76年 以 降欧 米 人 ドレ

ス メー カー は い な い 。

神 戸 の ドレス メー カー の 最初 は,ミ セ ス ・ベ ル ゴ ー

Mrs.Bergau(仏)の,75(明 治8)年 開業 で あ る 。 夫

は キ ニ フ ラー 商 会L.Kniffler&Co.の 倉 庫 係 で あ っ た 。

86(明 治19)年 の 帰 国 に 際 し,店 を マ ダ ム ・ア ンデ ルサ

ンMadameAndersen(仏)に 譲 っ た 。 しか し,彼 女

も2年 後 に 閉 業 した 。夫 の 日本 郵船 会 社 社 員C.A.

Andersenの 転 勤 で,大 阪 に 移 った た め で あ る 。大 阪 で

は 開 業 して い ない 。以 後,明 治 の神 戸 に は,欧 米 人 ドレ

ス メー カ ー は 出 な か った 。
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JapanDirectoryの 研 究(1)

大 正期 に な る と,神 戸 ドレス メー カ ー は 興 隆 す る 。

1919(大 正8)年 に,A。 ヒ ル商 会A.Hill&co.(パ リ

館,ParisHouse)(仏),23(大 正12)年 に マ ダ ム ・ア デ

ー ル ・アベ イMmeAdeleAbbeyが あ り,関 東 大 震 災

後 は,横 浜 か ら移 っ て来 た クー ン ・ア ン ド ・コモ ル,新

開業 の ミス ・テ レガ ンMissA.Teleganが 加 わ っ た 。

東 京 の婦 人 服 は男 子 服 と同様 に,横 浜 ドレス メ ー カ ー

の勢 力 圏 で あ っ た 。1906(明 治39)年 開業 の マ ダ ム ・ク リ

ゲ ンMadameKligen(蘭)と,当 店 をつ い だ昭 和 の ミ

ス ・ゲ ー ル ツMissE.Geertsの ほ か に,横 浜 の ク ー ン・

コモ ル の支 店 を見 る の み で あ る。

註・ 出版蝉 鶚 の餾 外人.._=』(綱 書房 昭和53

年)Y',明 治3,5,14,22年 が収録 されてい る。

2『 萬國新 聞紙』初集 ～第6集(慶 応3年3月)

3前 掲 書 第3集(慶 応3年8月 中旬)

4前 掲書 第4集(慶 応3年5月 下浣)

5『 横 浜成功名誉鑑』(横 浜商況新 聞社,明 治43年)

6外 務 省記 録 「私 雇入表」

7前 掲 書

外務 省記録 外 国人傭免状 扣,華 士族外 国人雇入鑑

8『 日本洋服沿革史』(昭 和5年)Y'ビ ーエー ・ス カ ベ

ルとある。

9DirectryにR.C.Pearson,F.S.Pearsonの 二通 りが

ある。F.S.Pearsonな らば,有 馬家英 語教 師 となった

FrancesSusannaPearsonで あろ うか。

10デ ー ビーズは,明 治14年 版横浜商人録 のカナ書 きに隨

って,ダ ビスとす る。

11外 務省記録 外国人雇入取扱参考書其四。太 政類典第

二編

Directoryに はInspectorofRoadsと 記す。

4後 記

わが国の洋服業形成は,Directoryに よって明らかに

される。業界古老伝承のブラウン夫人開業は,行 われて

いないことがわかる。また 『目本洋服沿革史』の伝える

プランはP.プ ラント,ロ ーマンはH.ロ ーマンのことで

ある。Directoryに 見 ることのできる初期の状況が,わ

ずかに伝}ら れている。

Directoryは 住所 ・氏名 ・職業を羅列する名簿にすぎ

ないけれど,開 業,移 動,廃 業,事 業,人 問関係等,多

様な歴史過程を探索することができる。洋服業の形成は

註記の文献を除き,す べてをDirectoryに よって構成 し

た。名簿は洋装業形成史を語るのである。

Directoryの 外国人業者は,欧 米人のほかに中国人が

ある。欧米人業者に数倍する中国人業者は,業 界形成に

重要な役割を果たした。この両者が総合されて,外 国人

の洋服業形成が完成される。しかし,紙 数の都合上本誌

に掲載できないので,中 国人業者の項は次の機会に譲 る

こととする。

欧米人洋服業者表凡例
1業 老初出の1862(文久2)年 か ら,大 正期1926(大正15,

昭釈元)年までを表示した。

21920(大 正9)～22(大 正11)年 及 び24(大 正13)年 は,
Directory欠 本のため,削 除してある。

3符 号 〔〕=既 製服商。

4略 号(m.)=milliner,(d.)=draper,(T.D.)=tailor

anddressmaker

5数 字は商館番号である。商館番号の記載ないもの及び不

明の場合は,口 で示した。
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